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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年9月14日(2017.9.14)

【公開番号】特開2015-62010(P2015-62010A)
【公開日】平成27年4月2日(2015.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2015-022
【出願番号】特願2014-163266(P2014-163266)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  31/08     (2006.01)
   Ｈ０２Ｈ   3/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｈ   7/26     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ   31/08     　　　　
   Ｈ０２Ｈ    3/00     　　　Ｑ
   Ｈ０２Ｈ    7/26     　　　Ｆ
   Ｈ０２Ｊ   13/00     ３０１Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月4日(2017.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配電網（１０）のための故障位置特定システム（１８）であって、
　電流および電圧を感知する、前記配電網（１０）上に配置された少なくとも１つのセン
サと、
　故障位置評価装置（１９）と、
を備え、
　前記故障位置評価装置（１９）が、
　　前記配電網（１０）内で可能な電力流路（ＰＰＦＰ）を１つずつ選択するためのＰＰ
ＦＰ選択ユニット（１９２）と、
　　選択されたそれぞれの前記ＰＰＦＰ内の線路区間を１つずつ選択するための線路区間
選択ユニット（１９３）と、
　　選択された前記ＰＰＦＰに基づいて、選択された線路区間の各々を対応する等価故障
モデル（６１－６８）に分類するための線路区間分類ユニット（１９４）と、
　　前記対応する等価故障モデル（６１－６８）に基づいて前記選択された線路区間の各
々の想定故障点の故障距離「Ｄ」および故障抵抗「ＲF」を計算するための故障位置パラ
メータ計算ユニット（１９５）と、
　　ＲF≧０、０≦Ｄ≦ＤTである場合に、ここで「ＤT」は前記対応する線路区間の合計
長である、故障位置候補として前記想定故障点を記録するための故障位置候補記録ユニッ
ト（１９６）と、
　を備える、
故障位置特定システム（１８）。
【請求項２】
　前記対応する線路区間が少なくとも２つのＰＰＦＰに属する場合に前記故障距離「Ｄ」
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は少なくとも２つの計算された故障距離「Ｄ」の平均値である、請求項１に記載の故障位
置特定システム（１８）。
【請求項３】
　前記等価故障モデル（６１－６８）は少なくとも１つのセンサ点、故障点、故障抵抗、
および異なる線路区間に対応する線路インピーダンスを備える、請求項１に記載の故障位
置特定システム（１８）。
【請求項４】
　前記故障距離「Ｄ」および故障抵抗「ＲF」はオームの法則の式、前記少なくとも１つ
のセンサからの前記感知された電流および電圧、および前記対応する等価故障モデル（６
１－６８）における所定のパラメータに基づいて計算される、請求項３に記載の故障位置
特定システム（１８）。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのセンサは前記配電網（１０）を前記少なくとも２つの領域に均等
に分割する、請求項１に記載の故障位置特定システム（１８）。
【請求項６】
　配電網（１０）のための故障位置特定方法（２０）であって、
　少なくとも１つのセンサを用いて、前記配電網（１０）の少なくとも１つの位置におけ
る電流および電圧を感知するステップと、
　前記配電網（１０）内で可能な電力流路（ＰＰＦＰ）を１つずつ選択するステップと、
　選択されたぞれぞれの前記ＰＰＦＰ内で、線路区間を１つずつ選択するステップと、
　選択された前記ＰＰＦＰに基づいて、選択された線路区間の各々を対応する等価故障モ
デル（６１－６８）に分類するステップと、
　前記対応する等価故障モデル（６１－６８）に基づいて前記選択された線路区間の各々
の想定故障点の故障距離「Ｄ」および故障抵抗「ＲF」を計算するステップと、
　ＲF≧０および０≦Ｄ≦ＤTである場合に、ここで「ＤT」は前記対応する線路区間の合
計長である、故障位置候補として前記想定故障ポイントを記録するステップと、
を含む、故障位置特定方法（２０）。
【請求項７】
　前記対応する線路区間が少なくとも２つのＰＰＦＰに属する場合に前記故障距離「Ｄ」
は少なくとも２つの計算された故障距離「Ｄ」の平均値である、請求項６に記載の故障位
置特定方法（２０）。
【請求項８】
　前記等価故障モデル（６１－６８）は少なくとも１つのセンサ点、故障点、故障抵抗、
および異なる線路区間に対応する線路インピーダンスを備える、請求項６に記載の故障位
置特定方法（２０）。
【請求項９】
　前記故障距離「Ｄ」および故障抵抗「ＲF」はオームの法則の式、前記感知された電流
および電圧、および対応する等価故障モデル（６１－６８）における所定のパラメータに
基づいて計算される、請求項８に記載の故障位置特定方法（２０）。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの位置は前記配電網（１０）を前記少なくとも２つの領域に均等に
分割する、請求項６に記載の故障位置特定方法（２０）。
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